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1. 化学繊維織物の洗浄に よ･る損傷を,強伸度,収縮，

防皺性，ほつれ，柔軟性，黄化等につき綜合的に追求し

これ等織物 の適正 な取り扱い の方法 を把握 するこ とを目

的 とする。

2.　市販 のビ スコ ース，スパンレ ーヨン，ベンベル グ，

アセテ ート， ナイロ ン， ビ ニロン， テトロン， ナイロ

ン・ビ スコ ース混紡，テトロン・木綿混紡等の化繊織物

につき，洗剤: 高級アルコ ール系洗剤及び脂肪酸石 けん

洗剤濃度:0.25%, 温度: 常温，時間:1,    10,  20,  30時

間 とし，攬件型電気洗濯機 を用い て洗 浄し,･ １に記し た

諸性能を測定し た。

3.　1） ナイロ ン，テトロン は伸度，収縮， ほつ れ等

は洗浄により殆 ど影響 を受けないが，強力，防皺性 は低

下する。ビ ニロンは伸度，収縮，防皺性卜 ほつれ等 の損

傷が大である。

2） アセテート，ベンベルグは組織による影響もある

と思 われるが損傷が大きい。

蜀
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ビ スコ■―ス も比較的損傷の程度が大きい。

混紡織物は比較的損傷が少い。



5） 洗浄時 間の増加につ れて何 れも損 傷は増 すが， 伸

度， 収縮 等はあまり明かでない 。

０ 洗 剤別 には何れ も脂肪 酸石 けん の方 が損傷 が大で

あり，こ の傾向はアセテ ートベンベルグにおいて顕

著である。
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